
特
別
講
演

高
麗
時
代
よ
り
伝
え
ら
れ
て
き
、
た
我
が
国
の
医
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
口
腔
領
域
疾
患
の
治
療
法
は
、
中
国
医
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
法

を
、
国
内
で
容
易
に
求
め
う
る
薬
材
を
処
方
し
て
行
う
と
い
う
治
療
法
が
施
術
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
方
法
は
、
我
が
国
で
の
医
科
試
験
科
目
の
医
書
に
は
口
舌
と
歯
牙
の
篇
に
載
っ
て
い
て
、
医
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
口
腔
領
域
の
疾
患
を

治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
よ
う
に
専
門
化
さ
れ
た
領
域
で
は
な
、
か
つ
た
が
、
主
特
技
を
も
っ
た
医
員
も
い
た
。

し
か
し
、
当
時
は
彼
等
を
歯
科
医
員
と
は
呼
ん
で
い
な
か
っ
た
。

我
が
国
に
於
け
る
歯
科
・
口
腔
領
域
に
関
す
る
現
代
的
な
記
録
は
、
高
宗
二
十
年
（
一
八
八
三
）
頃
か
ら
で
あ
り
、
陸
軍
軍
医
小
池
正
直
の

「
朝
鮮
人
は
う
歯
が
な
い
」
と
か
、
仁
川
日
本
医
院
の
田
中
親
之
の
月
別
患
者
表
に
あ
る
下
顎
複
骨
折
等
の
記
録
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
高
宗
一
千
二
年
（
一
八
八
五
）
済
衆
院
の
Ｈ
・
Ｎ
・
ア
レ
ン
（
犀
．
ｚ
・
シ
ニ
ｇ
安
連
）
は
準
備
し
て
い
た
抜
歯
器
具
で
麻
酔
を
か
け
て
抜
歯

し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
記
録
が
、
我
が
国
に
お
け
る
西
洋
医
学
式
抜
歯
の
最
初
の
記
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
医
師
で

し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
記
舜

あ
っ
て
歯
科
医
師
で
は
な
か
っ
た
。

我
が
国
に
歯
科
医
師
が
到
来
し
た
の
は
、
高
宗
三
十
年
（
一
八
九
三
年
）
、
済
物
浦
（
仁
川
）
に
き
、
た
日
本
人
歯
科
医
師
野
田
應
治
が
最
初
で
あ

り
、
四
年
後
に
は
深
江
尚
弟
が
釜
山
で
歯
科
医
院
を
開
設
し
た
。
こ
の
頃
、
出
張
形
式
で
歯
科
治
療
を
し
て
い
た
歯
科
医
師
は
、
日
本
の
山
口

韓
国
歯
科
医
史
（
韓
国
歯
科
医
療
の
開
化
と
発
展
過
程
）

奇
昌
徳

（1）197



セ
ブ
ラ
ン
ス
連
合
病
院
附
属
医
学
校
に
は
、
一
九
一
五
年
、
米
国
歯
科
医
師
Ｗ
・
Ｊ
・
ス
ア
イ
霧
プ
レ
イ
（
言
．
】
ｍ
号
⑦
三
畠
）
が
歯
科
学
教
授

と
し
て
赴
任
し
て
歯
科
学
教
室
を
設
置
し
た
。
一
九
一
二
年
Ｗ
・
Ｊ
・
ス
ア
イ
、
プ
レ
イ
は
帰
国
し
、
代
わ
り
に
米
国
歯
科
医
師
ジ
ョ
ン
。
Ｌ
・

ブ
ー
ツ
（
］
・
冒
伊
罰
。
。
蕨
）
が
歯
科
学
教
授
兼
歯
科
科
長
と
し
て
赴
任
し
、
一
九
二
四
年
に
は
歯
科
医
師
Ｊ
・
Ａ
・
マ
ク
ア
ン
リ
ス
（
］
．
Ｐ

巨
四
。
鈩
昌
の
）
が
教
授
要
員
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
頁
一
十
坪
三
階
の
単
独
建
物
に
治
療
椅
子
十
台
と
二
十
七
人
の
職
員
で
国
内
最
大
の
歯
科
と
し

医
師
野
澤
鉤
講
師
が
任
命
さ
れ
た
。

県
で
開
業
を
し
て
い
る
渡
辺
久
鎚
、
神
戸
の
米
国
人
歯
科
医
師
ハ
ロ
ル
ド
・
ス
レ
イ
ド
田
胃
。
匡
印
一
旦
の
）
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ソ
ウ
エ
ル
ス

（
冒
昌
の
“
の
。
宮
①
Ｒ
の
）
、
ダ
ニ
エ
ル
．
Ｂ
・
ニ
イ
ー
ｅ
画
昌
の
目
〕
．
ｚ
］
の
）
等
が
い
る
。
そ
の
後
、
光
武
十
年
（
一
九
○
六
）
一
月
に
、
米
国
の
歯
科
医

師
Ｄ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ハ
ン
ｅ
・
陣
言
些
巳
函
色
冨
］
〕
、
韓
大
衛
）
が
漢
城
（
京
城
）
で
歯
科
医
院
を
開
院
し
た
。
彼
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
歯
科
医

師
免
許
第
三
号
を
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
な
く
と
も
八
年
以
上
韓
国
で
開
業
を
し
て
い
た
と
言
う
事
が
で
き
る
。

我
が
国
で
総
合
病
院
に
歯
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
光
武
八
年
（
一
九
○
四
）
団
立
漢
城
病
院
の
歯
科
で
、
歯
科
医
師
重
城
養
二
が
赴
任
し
て

か
ら
始
ま
る
。
翌
年
光
武
九
年
に
は
公
立
漢
城
病
院
と
改
編
し
、
歯
科
部
長
に
歯
科
医
師
飯
塚
徹
が
来
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
歯
科
部
は
わ
ず

か
二
年
余
り
の
間
存
在
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
同
仁
会
の
龍
山
同
仁
病
院
に
も
歯
科
が
新
設
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
専
任
科
長
は
無

く
、
韓
国
駐
罰
軍
指
令
部
付
歯
科
医
師
注
連
内
堅
石
が
出
張
診
療
を
し
な
が
ら
佐
野
史
郎
の
代
診
で
歯
科
診
療
を
し
て
い
た
。
一
方
、
大
韓
医

院
で
は
朝
鮮
総
督
府
医
院
と
な
っ
て
か
ら
一
九
二
年
三
月
、
外
科
に
歯
科
が
附
設
さ
れ
、
歯
科
医
師
渡
辺
定
亮
が
赴
任
し
て
歯
科
治
療
を
始

め
た
。
こ
の
歯
科
は
一
九
二
ハ
年
に
な
っ
て
独
立
し
た
け
れ
ど
も
、
柳
楽
達
見
は
科
長
署
理
と
し
て
勤
務
し
た
が
、
同
年
四
月
一
日
、
京
城
医

学
専
門
学
校
規
程
が
公
布
さ
れ
る
や
、
柳
楽
達
見
は
兼
任
助
教
授
に
発
令
さ
れ
、
歯
科
の
拡
張
と
共
に
一
九
一
七
年
十
二
月
に
は
歯
科
医
学
得

業
士
生
田
信
保
が
医
官
と
し
て
赴
任
し
て
診
療
に
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
四
年
五
月
二
日
、
京
城
帝
国
大
学
官
制
が
公
布
さ
れ
て
総
督

府
医
院
を
附
属
病
院
と
す
る
医
学
部
に
な
り
な
が
ら
柳
楽
達
見
は
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
運
営
の
為
に
辞
退
し
、
生
田
信
保
助
教
授
が
科

長
に
任
命
さ
れ
た
。
一
方
、
京
城
医
学
専
門
学
校
も
、
官
制
改
正
に
よ
り
附
属
病
院
を
昭
格
洞
に
新
築
し
て
、
歯
科
を
新
設
し
、
科
長
に
歯
科
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て
米
国
式
の
組
織
で
運
営
を
し
て
い
た
。

朝
鮮
人
歯
科
医
師
は
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
十
一
月
十
五
日
韓
朝
鮮
総
督
府
令
第
百
一
号
で
歯
科
医
師
規
則
が
公
布
さ
れ
、
こ
の
規
則

よ
り
日
本
で
歯
科
教
育
を
受
け
た
威
錫
泰
（
第
一
号
）
、
韓
東
燦
（
第
九
号
）
、
金
昌
圭
（
第
十
号
）
、
李
煕
昌
（
第
十
七
号
）
等
が
総
督
府
免
許
を
も

ら
い
、
歯
科
医
院
を
開
設
し
て
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
入
歯
営
業
者
の
場
合
は
、
同
年
、
警
務
総
監
部
令
第
五
号
で
発
布
さ
れ
た
入
歯
営
業
取

締
規
則
に
よ
る
書
類
が
接
受
さ
れ
必
要
な
試
験
を
経
て
、
李
煕
瑞
が
入
歯
営
業
者
免
許
第
一
号
に
、
孫
啓
弘
は
第
二
号
、
林
炳
奎
は
第
四
号
、

尹
貞
爽
は
第
五
号
、
崔
益
本
は
第
七
号
に
な
ど
と
続
い
て
登
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
一
年
（
大
正
十
年
）
二
月
十
四
日
に
朝
鮮
総
督
府
令

第
二
七
号
で
朝
鮮
歯
科
医
師
試
験
規
則
を
発
布
し
、
十
月
九
日
か
ら
施
行
し
た
第
一
回
試
験
で
高
相
穆
一
人
が
合
格
し
て
、
第
十
六
号
の
歯
科

医
師
免
許
が
発
布
さ
れ
た
。
第
二
回
の
歯
科
医
師
試
験
は
一
九
二
二
年
九
月
十
三
日
よ
り
実
施
さ
れ
、
李
相
誌
（
第
一
三
号
）
、
命
昌
宣
（
第
二

四
号
）
、
邊
世
煕
（
第
二
五
号
）
、
李
成
模
（
第
？
号
）
、
斐
珍
極
（
第
三
九
号
）
等
五
人
が
合
格
し
た
。
こ
の
様
に
し
て
歯
科
医
師
を
補
充
し
て
い

た
が
、
良
質
の
歯
科
医
師
を
養
成
す
る
た
め
に
は
歯
科
医
学
校
が
切
実
に
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

歯
科
医
師
養
成
の
為
の
動
き
と
し
て
は
、
隆
煕
三
年
（
一
九
○
九
年
）
、
米
国
歯
科
医
師
韓
大
衛
氏
が
歯
医
学
校
を
併
設
す
る
と
発
表
し
た
事

と
、
一
九
一
三
年
四
月
、
民
済
病
院
の
院
長
・
韓
民
済
が
長
春
館
で
歯
科
講
習
所
創
立
総
会
を
開
催
し
、
五
月
か
ら
は
歯
科
医
学
生
の
募
集
を

し
始
め
た
事
が
あ
り
、
ま
た
、
一
九
二
一
年
七
月
、
セ
ゞ
フ
ラ
ン
ス
連
合
医
学
専
門
学
校
校
長
０
．
Ｒ
・
エ
ビ
ソ
ン
（
ｐ
宛
惨
く
§
旨
・
魚
王
信
）
が

五
十
万
円
を
出
し
て
歯
科
医
専
門
学
校
の
設
立
申
請
言
を
出
し
た
事
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
魚
王
信
の
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
設
立
計
画
は

と
て
も
実
現
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
局
で
は
こ
れ
を
保
留
し
た
。
こ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
柳
楽
達
見
が
歯
科
医
師
試
験
を

準
備
す
る
受
験
生
の
為
の
京
城
歯
科
医
師
講
習
所
の
設
立
請
願
害
を
京
畿
道
庁
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
歯
科
医
学
校
の
設
立
申
請
書
に
変
更
し

て
提
出
す
る
様
に
指
示
さ
れ
、
富
田
儀
作
と
柳
楽
達
見
両
氏
を
創
立
者
に
し
て
、
十
二
月
、
京
城
歯
科
医
学
校
設
立
認
可
申
請
害
と
改
め
て
提

出
し
、
翌
年
の
四
月
一
日
付
け
で
京
城
歯
科
医
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
四
月
十
五
日
、
既
に
募
集
し
て
い
た
六
十
名
の
新
入
生
を
前
に
し
て

開
校
式
を
兼
ね
た
入
学
式
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。
初
め
は
夜
間
授
業
二
年
制
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
昼
間
授
業
に
学
則
を
改
正
し
、
一
九
二
四
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歯
科
医
師
団
体
の
始
ま
り
は
、
一
九
一
二
年
頃
、
京
城
で
開
業
し
て
い
た
日
本
人
歯
科
医
師
五
名
が
集
ま
り
京
城
歯
科
医
師
会
と
呼
ん
で
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
二
一
年
十
月
、
地
方
の
歯
科
医
師
を
糾
合
し
て
全
鮮
歯
科
医
師
会
総
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
歯
科
医
師
会
は
一
九
三

○
年
六
月
に
第
一
回
『
う
歯
予
防
デ
ー
』
行
事
を
全
朝
鮮
に
展
開
し
、
こ
の
運
動
を
年
例
行
事
と
し
た
。
一
九
二
五
年
京
城
歯
科
医
学
校
出
身

朝
鮮
人
達
が
集
ま
り
組
織
し
た
漢
城
歯
科
医
師
会
も
、
一
九
四
二
年
京
城
歯
科
医
師
会
に
合
併
さ
れ
た
し
、
朝
鮮
医
師
協
会
も
解
散
さ
れ
、
終

戦
の
頃
は
朝
鮮
歯
科
医
師
会
に
統
一
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
朝
鮮
歯
科
医
師
会
は
終
戦
で
一
応
解
散
し
、
一
九
四
五
年
九
月
に
新
た
に
朝
鮮
歯
科

医
師
会
準
備
委
員
会
を
結
成
し
て
十
二
月
に
創
立
総
会
を
開
催
、
朝
鮮
歯
科
医
師
会
と
し
て
出
発
し
た
。
一
九
四
七
年
、
国
号
制
定
に
依
り
大

韓
歯
科
医
師
会
と
な
り
、
一
九
五
九
年
、
大
韓
歯
科
医
師
協
会
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

朝
鮮
歯
科
医
学
会
も
新
し
く
創
立
さ
れ
、
国
号
制
定
に
よ
り
大
韓
歯
科
医
学
会
と
改
称
さ
れ
た
が
、
一
九
六
二
年
に
解
散
し
、
大
韓
歯
科
医

師
会
傘
下
に
学
術
委
員
会
を
置
き
、
十
九
個
の
分
科
学
会
を
公
認
し
統
括
し
て
い
る
。

終
戦
直
後
、
日
本
の
歯
科
医
療
制
度
が
一
般
化
し
て
い
た
韓
国
の
歯
科
医
療
社
会
が
、
六
・
二
五
動
乱
中
、
米
軍
歯
科
医
師
ら
と
の
合
同
勤

務
ま
た
は
米
軍
歯
科
医
療
機
関
へ
の
派
遣
教
育
等
と
、
歯
科
大
学
の
教
授
ら
の
米
国
留
学
に
よ
っ
て
、
米
国
系
統
の
制
度
や
教
育
、
医
療
が
輸

入
さ
れ
、
ま
た
、
国
際
歯
科
医
師
団
体
な
ら
び
歯
科
学
術
団
体
へ
の
加
入
に
よ
る
学
問
の
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
式
歯
科

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
、
附
属
病
院
を
新
設
し
て
、
三

の
歯
科
医
師
養
成
機
関
に
な
っ
た
。

一
九
四
五
年
八
月
終
戦
に
な
り
、
九
月
に
校
長
柳
楽
達
見
が
無
条
件
で
米
軍
政
庁
接
収
要
員
に
学
校
を
引
き
渡
し
、
こ
れ
を
韓
国
人
同
窓
会

で
引
き
受
け
、
京
城
歯
科
医
学
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し
た
が
、
一
九
四
六
年
八
月
、
国
立
ソ
ウ
ル
大
学
校
歯
科
大
学
に
編
入
さ
れ
、
今
に
至

っ
て
い
る
。

一
九
四
六
年
の
夏
よ
り
始
め
ら
れ
た
無
歯
医
村
へ
の
巡
廻
無
料
奉
仕
は
、
そ
の
後
、
学
生
は
勿
論
、
個
人
、
時
に
は
歯
科
医
療
奉
仕
団
体
を

一
九
二
七
年
に
は
新
築
し
た
学
校
に
移
転
し
た
。
一
九
三
○
年
、
文
部
省
指
定
学
校
に
昇
格
さ
れ
、
朝
鮮
唯
一
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組
織
し
、
移
動
歯
科
診
療
車
で
の
巡
廻
診
療
又
は
無
料
歯
科
診
療
の
セ
マ
ウ
ル
歯
科
医
療
院
を
開
設
す
る
等
、
色
々
な
形
で
奉
仕
か
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
、
民
間
組
織
の
朝
鮮
口
腔
衛
生
研
究
所
、
口
腔
保
健
委
員
会
、
口
腔
保
健
協
会
等
が
設
立
さ
れ
、
国
民
口
腔
衛
生
及
び
保
健
に

関
す
る
啓
蒙
な
ら
び
に
学
術
的
・
臨
床
的
な
研
究
を
、
国
家
機
関
で
あ
る
国
立
保
健
院
又
は
大
学
研
究
機
関
と
な
ら
ん
で
施
行
し
て
い
る
。

（
韓
国
・
カ
ト
リ
ッ
ク
医
科
大
学
外
来
教
授
）
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